
刑事情報連携データベースの運営

安全・安心な
社会の実現

犯罪の減少に
よる社会的コス
トの減少

Ｒ３年度
当初予算

総額
２８４百万円

※前年度の補正
予算の繰越し分
(1,020百万円) 
を合わせたＲ３
年度予算額
1,304百万円

検察庁，矯正施設，更生保護官署が保有する対象者情報のうち相互利用に適する情報を一元的に管理・共有するデータベースを運用し，
再犯や処遇等の情報を利活用することにより，効果的かつ有機的な再犯防止施策の推進を図る。

測定指標

再犯や施策の実施状況等の迅速か
つ効率的な実態把握

相互利用に適する対
象者情報を一元的
に管理・共有する
データベースの整備・
運用
＜具体的機能＞
・ダッシュボード出力
・対象者レポート表示
・フリーデータ抽出

利活用事例の
充実

KPI
⑤

インプット
（資源） アクティビティ（活動） 中期アウトカム

（成果目標）
初期アウトカム
（成果目標）

インパクト
（社会への影響）

アウトプット
（活動目標）

相互利用が可能
な対象者情報の
蓄積

KPI
①

KPI
②

KPI
①

刑事情報連携データベースにより情報の相互利用が可能となった対象者の数

ダッシュボード出力（再入率等の主要な指標等の集計結果をグラフなどで把握
する）機能の利用実績

再犯防止施策の効果検証や再犯
要因等の解明

刑務所出所者等の２年以内再入率・再入所者数

利活用方策の検討・
共有

効果的かつ有機
的な再犯防止施
策の企画立案及
び実施

・重点的に指導等を行うべき対象層の
特定等

・処遇歴等を踏まえた指導の実施等

・施策の有無による再犯状況の解析等

国民が安全で安心して暮らせる社会の実現に向け，再犯防止に向けた取組の推進が必要
⇒ PDCAやEBPMの観点からも，再犯の実態把握や施策の効果検証等を適切に実施できるシステムが不可欠課題と背景

犯罪をした者等に
よる再犯の減少

KPI
⑤

KPI
②

KPI
④

KPI
③

対象者レポート表示（特定のケースについて他の機関が実施した処遇等の詳
細情報を参照する）機能の利用実績

KPI
④

フリーデータ抽出（蓄積された情報の中からユーザーが統計分析等に必要な情
報を選択的に抽出・加工できる）機能の利用実績

共有情報の活用による個々の対象
者に対する処遇・支援等の充実

KPI
③


